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に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
実
は
子

宮
頸
が
ん
は
理
論
的
に
は
98
～

99
％
予
防
が
で
き
る
の
で
す
。
が

ん
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
二
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
病
院
や
健

診
施
設
な
ど
で
内
診
と
細
胞
診
を

行
い
ま
す
。
や
わ
ら
か
い
ブ
ラ
シ

で
子
宮
頸
部
を
こ
す
っ
て
細
胞
を

取
り
、
顕
微
鏡
で
が
ん
細
胞
を
探

し
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
の
段
階
で
発
見

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

課
題
は
受
診
率
で
す
。
日
本
人

女
性
の
場
合
、
わ
ず
か
40
％
前
後

で
す
が
、
海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
は

85
％
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
も

70
％
以
上
と
、
そ
の
差
は
歴
然
で

す
。
恥
ず
か
し
さ
の
た
め
行
き
に

く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ

ひ
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

で
感
染
を
予
防
し
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
に
使
う
薬
は
ガ
ー
ダ
シ
ル
、

サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
、
シ
ル
ガ
ー
ド

９
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
い
っ
た
ん

体
内
に
住
み
込
ん
だ
ウ
イ
ル
ス
を

排
除
す
る
効
果
は
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
接
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
重
要
で
す
。性
交
の
初
体
験
前
、

日
本
で
は
小
学
校
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
の
う
ち
に
行
う
の
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

は
６
カ
月
の
間
に
３
回
打
ち
ま

す
。
集
団
予
防
を
目
的
と
し
た
定

期
接
種
ワ
ク
チ
ン
で
、
接
種
費
用

も
公
費
負
担
で
原
則
無
料
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
国
内
外
で
も
有
効

性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
14
～
19

歳
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
時

代
に
比
べ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
率
が

64
％
減
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
も
3
回
接
種
し
た
人
で
、

感
染
が
93
％
も
減
少
し
ま
し
た
。

実
は
わ
が
国
に
も
調
査
結
果
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
３
年
頃
、
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

な
っ
た
時
期
の
秋
田
県
の
デ
ー
タ

で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
で
子

宮
が
ん
検
診
で
異
常
が
見
つ
か
っ

た
確
率
は
88
％
も
の
減
少
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
副
反
応
に
不
安
な

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
場
合
、
50
％
以
上
の
方
に

痛
み
、
発
赤
、
腫
脹
、
疲
労
感
が

出
ま
し
た
。
10
～
50
％
に
は
か
ゆ

み
、
腹
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

頭
痛
が
、
１
～
10
％
に
は
じ
ん
ま

し
ん
、
め
ま
い
、
発
熱
、
出
血
、

不
快
感
が
出
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
１
％
未
満
に
感
覚
鈍

麻
、
全
身
脱
力
、
硬
結
、

四
肢
痛
、
骨
格
筋
の
硬
直

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
頻
度
は
不
明
で
す

が
、
四
肢
痛
、
失
神
、
リ

ン
パ
節
異
常
、
疲
労
倦
怠
、

嘔
吐
（
お
う
と
）
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
が

副
反
応
の
全
国
疫
学
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
未
接
種
者

で
も
似
た
症
状
の
あ
る
方

が
一
定
数
、
12
～
18
歳
の

女
子
で
10
万
人
あ
た
り
20

人
は
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
明
ら
か
な
因
果
関
係
は
示

さ
れ
ず
、
安
全
性
へ
の
特
段
の
懸

念
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
、
と

結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
万

が
一
気
に
な
る
症
状
が
残
っ
た
場

合
、
各
都
道
府
県
に
対
応
す
る
協

力
医
療
機
関
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
本
県
で
は
順
天
堂
大
学
医
学

部
付
属
静
岡
病
院
と
浜
松
医
科
大

学
医
学
部
付
属
病
院
の
２
施
設
で

す
。今

年
か
ら　
　
　
　
　
　

積
極
的
勧
奨
を
再
開

そ
し
て
、
２
０
１
３
年
か
ら
積

極
的
勧
奨
を
中
断
し
て
い
た 

Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
今
年
４

月
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
接
種

に
該
当
す
る
お
嬢
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
に
は
、
定
期
接
種
の
案
内
が

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

積
極
的
勧
奨
の
中
止
期
間
中
、
該

当
者
だ
っ
た
方
に
「
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
」
の
通
知
も
送
付
し

て
い
ま
す
。
１
９
９
７
年
４
月
２

日
～
２
０
０
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
女
性
が
対
象
で
す
の
で
、
一

考
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
わ
が
家
の
２
人
の
娘
は

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
原
因
が
明
確

で
、
予
防
が
で
き
る
が
ん
で
す
。

子
宮
が
ん
検
診
を
た
め
ら
わ
ず
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
明

ら
か
な
有
効
性
が
確
認
さ
れ
厚
生

労
働
省
に
よ
っ
て
積
極
勧
奨
再
開

と
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
ご
検

討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

性
交
渉
で
感
染
、　　
　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
原
因

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
出
入
り

口
の
細
く
な
っ
て
い
る
箇
所
に
が

ん
が
で
き
る
病
気
で
す
。
日
本
で

は
毎
年
約
１
・
１
万
人
が
発
病
し
、

約
２
９
０
０
人
が
こ
の
病
気
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
年
齢
層

で
発
症
す
る
割
合
が
高
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
性
交
渉
で
感
染

す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
発
症
の
原
因
で
す
。

子
宮
頸
部
の
表
面
に
異
常
が
あ

る
、
が
ん
の
手
前
の
状
態
を
「
上

皮
内
腫
瘍
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）」
と
い
い
、

進
行
度
に
よ
っ
て
１
か
ら
３
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
よ
り
深
い
基

底
膜
を
超
え
る
と
浸
潤
が

ん
に
な
り
ま
す
。

が
ん
は
子
宮
頸
部
内
だ

け
な
ら
1
期
。
他
に
は
み

出
す
と
２
期
に
な
り
ま

す
。
広
範
囲
に
な
る
と
３

期
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）

や
直
腸
、
肺
な
ど
他
の
臓

器
に
転
移
す
る
と
４
期
で

す
。
５
年
生
存
率
は
１
期

92
・
３
％
、
２
期
77
・
６
％
、

３
期
57
・
９
％
、
４
期
が

21
・
９
％
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

治
療
法
は
Ｃ
Ｉ
Ｎ
の
１

や
２
の
場
合
、
自
然
に
治

る
こ
と
も
あ
り
、
治
療
せ
ず
経
過

観
察
し
ま
す
。
３
に
な
る
と
円
錐

切
除
術
を
行
い
ま
す
。
円
錐
形
に

切
り
込
ん
で
病
巣
を
切
除
し
ま

す
。
手
術
は
約
20
分
間
と
短
時
間

で
す
が
、術
後
に
妊
娠
す
る
場
合
、

胎
児
の
重
み
を
支
え
る
た
め
に
頸

部
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。
安
全

な
妊
娠
の
た
め
、
太
い
テ
ー
プ
で

頸
部
を
縛
る
縫
縮
術
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

浸
潤
が
ん
に
な
る
と
、
主
に
三

つ
の
方
法
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

一
つ
目
は
子
宮
全
体
を
取
る
「
広

汎
子
宮
全
摘
術
」
と
い
う
外
科
的

治
療
で
す
。
子
宮
の
周
り
は
尿
管

や
動
脈
・
静
脈
、
神
経
が
細
か
く

張
り
巡
ら
さ
れ
、
非
常
に
繊
細
な

手
術
を
行
い
ま
す
。
二
つ
目
は
放

射
線
を
下
腹
部
全
体
に
当
て
る
外

照
射
と
、
放
射
性
物
質
を
細
い
管

で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
送
る
腔
内
照

射
と
い
う
放
射
線
治
療
で
す
。
三

つ
目
は
手
術
の
前
後
や
放
射
線
と

同
時
に
使
う
抗
が
ん
剤
の
化
学
療

法
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
治
療
に
伴
う
合

併
症
に
は
、
ま
ず
外
科
的
治
療
・

放
射
線
療
法
下
で
の
リ
ン
パ
浮
腫

で
す
。む
く
み
が
脚
に
出
や
す
く
、

包
帯
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
圧
迫
す

る
対
処
法
も
あ
り
ま
す
が
、
根
治

は
困
難
で
す
。
ま
た
、
手
術
で
多

く
の
神
経
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
い

場
合
も
あ
る
た
め
、
膀
胱
ま
ひ
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
尿
意

を
催
す
感
覚
が
な
く
な
り
、
カ

テ
ー
テ
ル
で
自
己
導
尿
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ひ
が
高
度
の
方
は

一
生
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

化
学
療
法
を
さ
れ
た
方
に
は
脱

毛
が
起
こ
り
ま
す
。
治
療
後
に
髪

は
生
え
ま
す
が
、
精
神
的
な
つ
ら

さ
が
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
膣
と

膀
胱
や
直
腸
に
通
じ
る
穴
が
開
く

瘻
（
ろ
う
）
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
、
膣
か
ら
尿
や
便
が
漏
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
放
射
線
療
法
後
は
治

療
が
難
し
く
、
ど
れ
も
不
快
な
副

作
用
で
す
。

受
診
率
低
い　
　
　
　
　

が
ん
検
診

次
に
、
早
期
発
見
と
予
防
方
法

小阪 謙三さんの講演はＳＢＳラジオで聞いていただけます。
ＳＢＳラジオ（1404ＫＨｚ／1557ＫＨｚ）

　　８月６日（土） 
　　　19：00～19：30 放送

検
診
受
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防

どうやって治すの？（治療法）

上皮内腫瘍（ＣＩＮ）１

上皮内腫瘍（ＣＩＮ）２

上皮内腫瘍（ＣＩＮ）３

子宮頸がん（進行期１ｰ４）

経過観察（自然治癒あり）

経過観察（自然治癒あり）

手術（円錐切除術）

様々な治療法

子宮頸がん

小阪  謙三 さん

静岡県立総合病院
女性・小児センター長　産婦人科部長

こさか・けんぞう　1994 年、静岡県立総合病院、95年三菱京都
病院、京都大学附属病院産婦人科医員などを経て 2012 年に同県
立総合病院産婦人科部長、18年に同病院女性・小児センター長（兼
産婦人科部長）。

薬剤は３種類

頸がんワクチン

シルガード９ →  任意接種（自費）

ガーダシル

サーバリックス

→  定期接種（無料）

→  定期接種（無料）

日本では（向上はしていますが、まだ）
受診率が高くありません…

子宮がん検診（受診率）

図1  国別子宮頸がん検診受診率
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